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R
EPO

R
T

科学研究費補助金（学術研究助成基金助成金）が
交付された研究を紹介します。 研究

レポート

主
催
者
意
識
及
び
立
地
環
境
を
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
し
た

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
観
光
基
盤
モ
デ
ル
の
完
成
　

（
２
０
１
９
年
度
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
　
基
盤
研
究
（
C
）に
採
択
）

　発
祥
の
地
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
オ
ー

プ
ン
ガ
ー
デ
ン
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
を
目
的
と
し
、

N
G
S
（N

ational G
arden Schem

e

：
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ガ
ー
デ
ン
ス
キ
ー
ム
）
と
い
う
1
つ

の
団
体
に
よ
っ
て
統
括
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
対
し
て
日
本
の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
は
、

「
自
宅
の
庭
を
無
料
で
公
開
す
る
」
と
い
う
一

点
で
共
通
し
て
い
る
も
の
の
、
地
域
に
よ
っ

て
運
営
主
体
や
手
法
、
目
的
が
異
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
課
題
の
把
握
や
対
処
の

仕
方
も
場
当
た
り
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
で
し
た
。

　ま
た
日
本
の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
は
、
一

般
の
住
宅
街
に
交
流
を
つ
く
り
出
す
点
で
着

地
型
観
光
の
資
源
と
し
て
着
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
経
済
活
動
の
入
り
込
む
余
地
が
乏

し
い
た
め
、
い
わ
ゆ
る
「
ま
ち
歩
き
観
光
」

の
資
源
と
し
て
は
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
し
て

も
、
利
益
享
受
者
に
よ
る
合
意
形
成
と
い
っ

た
視
点
で
の
問
題
解
決
が
図
れ
ま
せ
ん
。

　こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
で
は
、
日
本
の
オ
ー

プ
ン
ガ
ー
デ
ン
活
動
が
、
趣
味
と
し
て
の
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
と
地
域
活
動
の
両
者
に
立
脚
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
庭

の
オ
ー
ナ
ー
と
訪
問
者
の
双
方
が
「
趣
味
」

を
通
じ
た
緩
や
か
な
関
係
性
を
築
く
こ
と
で
、

活
動
を
継
続
す
る
動
機
づ
け
と
な
っ
て
い
る

こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　し
か
し
な
が
ら
オ
ー
ナ
ー
と
訪
問
者
と
の

間
に
は
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
対
す
る
知
識
量

等
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
存
在
し
、
そ
れ
が
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
阻
害
要
因
と
な
っ
て
い
る

こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
オ
ー

ナ
ー
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
や
、
オ
ー
ナ
ー
の
ラ
イ
フ

ヒ
ス
ト
リ
ー
に
関
わ
る
情
報
が
庭
の
「
見
ど

こ
ろ
」
に
関
わ
る
両
者
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ

ン
を
持
続
可
能
な
観
光
資
源
と
す
る
た
め
の

条
件
を
模
索
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、

公
開
し
て
い
る
庭
の
分
布
や
地
形
等
の
特
性

把
握
に
加
え
、
U
A
V
（
ド
ロ
ー
ン
）
空
撮

に
よ
り
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
超
高
分
解
能

画
像
を
取
得
す
る
と
い
っ
た
視
覚
化
を
通
じ

て
、
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
持
つ
空
間
的
特

性
の
把
握
を
試
み
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

日
本
の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
は
主
催
者
に

よ
っ
て
3
つ
の
型
に
分
類
で
き
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　本
研
究
の
目
的
は
、
日
本
の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー

デ
ン
の
こ
の
3
つ
の
型
を
、
主
催
者
の
意
識

と
開
催
地
の
空
間
特
性
と
い
う
デ
ー
タ
に
基

づ
い
て
全
国
規
模
で
実
証
し
、
理
論
モ
デ
ル

を
完
成
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　こ
れ
に
よ
っ
て
、
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
を

持
続
可
能
な
地
域
資
源
と
し
て
位
置
づ
け
、

交
流
人
口
・
関
係
人
口
を
供
給
す
る
安
定
し

た
観
光
資
源
と
し
て
基
盤
整
備
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す
。
な
お
こ
の
調
査
は
、
先

行
研
究
で
整
理
さ
れ
た
日
本
の
オ
ー
プ
ン

ガ
ー
デ
ン
１
２
０
か
所
を
大
き
く
4
つ
に
区

分
し
て
（
北
海
道
・
東
北
エ
リ
ア
＝
14
か
所
、

関
東
エ
リ
ア
＝
36
か
所
、
中
部
・
関
西
エ
リ

ア
＝
45
か
所
、
九
州
・
沖
縄
エ
リ
ア
＝
25
か
所
）

実
施
し
ま
す
。

社会学部
現代社会学科

土屋 薫  教授

本学教員の著作紹介

教育研究活動

 一
般
教
室
の
机
イ
ス
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施

　
本
学
で
は
、
教
育
の
質
の
向

上
と
、
学
生
の
学
習
環
境
の
向

上
の
た
め
、
B
・
D
・
E
棟
の

32
教
室
の
机
や
イ
ス
の
更
新
を

平
成
28
年
度
か
ら
平
成
30
年
度

の
3
カ
年
に
か
け
て
実
施
し
ま

し
た
。

　新
し
く
導
入
さ
れ
た
机
と
イ

ス
は
、
従
来
に
比
べ
軽
量
で
、

車
輪
の
つ
い
た
机
イ
ス
を
中
心

に
導
入
が
な
さ
れ
て
お
り
、
授

業
中
に
グ
ル
ー
プ
学
習
を
実
施

す
る
際
に
も
、
ス
ト
レ
ス
無
く

対
応
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　本
学
で
は
、
従
来
よ
り
各
学

生
に
1
台
の
ノ
ー
ト
P
C
の

貸
与
、G

oogleA
pps

な
ど
各

種
の
W
e
b
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
実
施
し
、
ま
た
、
多
く
の

教
室
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
や
大
型

モ
ニ
タ
を
備
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
環
境
を
総
合
的
に
活
用

す
る
こ
と
で
、多
様
な
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　※
本
事
業
の
一
部
（
Ｅ
棟
分
）

に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
私

立
大
学
等
教
育
研
究
活
性
化
設

備
整
備
費
補
助
金
の
交
付
を
受

け
実
施
し
て
い
ま
す
。

江
戸
川
大
学

睡
眠
研
究
所
と
株
式
会
社

住
環
境
研
究
所
の
共
同
研
究

結
果
発
表

　江
戸
川
大
学
睡
眠
研
究
所

及
び
株
式
会
社
住
環
境
研
究

所
が
、
共
同
研
究
「
睡
眠
状

況
に
関
す
る
実
態
調
査
―
日

常
生
活
の
乱
れ
が
睡
眠
へ
悪

影
響
を
及
ぼ
す
―
」
の
結
果

を
ま
と
め
、
3
月
11
日
（
月
）

に
発
表
し
ま
し
た
。

　調
査
は
２
０
１
９ 

年 

1 

月

に
行
わ
れ
、
睡
眠
研
究
所
は

調
査
手
法
の
指
導
や
、
実
験

結
果
の
各
種
解
析
・
分
析
を

行
い
ま
し
た
。
調
査
結
果
の

ポ
イ
ン
ト
は
、
１
．
睡
眠
に

対
し
て
不
満
を
も
つ
中
年
層

の
9
割
以
上
が
睡
眠
不
足
、

２
．
眠
り
の
問
題
は
日
常
生

活
の
乱
れ
が
要
因
、
３
．
音
・

温
熱
の
環
境
も
不
満
の
一
因
、

の
3
点
で
す
。

　報
告
書
は
、
株
式
会
社
住

環
境
研
究
所
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　http
s
:/
/
w
w
w
.jk
k
-

in
fo.jp

/files/ top
ics/105_

ex
t_02_0.p

d
f

「傾いた図形の同一性認知の
発達的研究 」2019

野田 満 教授 著
風間書房

本書は知覚と身体とのかかわりが認
識発達において重要な役割を果たす
という説明を試みたものです。本研
究では傾いた刺激の認知はイメージ
上での回転ではなく知覚的な解決が
なされているのではないかという考えに基づいています。発達
過程におけるメンタルローテーションの知見を整理するととも
に、実験的には、図形に含まれる輪郭と図柄情報が発達とと
もに統合され、身体的なかかわりを通じてイメージ化していく
プロセスを明らかにしました。

※2018年度の研究成果公開促進費（学術図書）で 2019年 1月に
　 出版されました。

「唱歌で学ぶ
日本音楽」
日本音楽の教育と
研究をつなぐ会編著
音楽之友社

本書は、専門家の演奏だ
けでなく、実際の子ども
たちの学習の場面も取り
入れた映像と詳しい解説
書は、学校現場において日本音楽を指導する際
に役立つ一冊となっています。猶原和子教授は、
第 1 部の一部分と第 2 部の祭囃子を解説してい
ます。

平
成
３０
年
度
私
立
大
学
等

改
革
総
合
支
援
事
業
タ
イ
プ
１

「
教
育
の
質
的
転
換
」
に
選
定

　本
学
は
、
文
部
科
学
省
の
補
助
事
業
「
平
成
30
年

度
私
立
大
学
等
改
革
総
合
支
援
事
業
」
に
お
い
て
、

タ
イ
プ
１「
教
育
の
質
的
転
換
」に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　私
立
大
学
等
改
革
総
合
支
援
事
業
は
、
教
育
の
質

的
転
換
や
、
産
業
界
・
他
大
学
等
と
の
連
携
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
、
地
域
に
お
け
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
形
成

に
よ
る
資
源
の
集
中
化
・
共
有
な
ど
、
特
色
化
・
機

能
強
化
に
向
け
た
改
革
に
全
学
的
・
組
織
的
に
取
り

組
む
大
学
等
を
重
点
的
に
支
援
す
る
事
業
で
す
。 

　タ
イ
プ
１
「
教
育
の
質
的
転
換
」
は
、
全
学
的

な
体
制
で
の
教
育
の
質
的
向
上
に
向
け
た
取
組
や
、

高
大
接
続
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
む
大
学
等
を

支
援
す
る
も
の
で
す
。（
平
成
30
年
度
申
請
校
数

：

６
２
２
校
、
選
定
校
数

：

２
０
７
校
、
選
定
率

：

33
％
）

一
般
社
団
法
人 

大
学
ス
ポ
ー
ツ
協
会

（U
N

IV
A

S

）
に
加
盟

　本
学
は
、平
成
31
年
3
月
1
日
に
設
立
さ
れ
た「
一

般
社
団
法
人 

大
学
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（U

N
IV
A
S

）」

に
加
盟
し
ま
し
た
。U

N
IV
A
S 

は
、
ス
ポ
ー
ツ
庁

が
大
学
ス
ポ
ー
ツ
改
革
の
柱
と
位
置
付
け
る
競
技
横

断
的
統
括
組
織
で
、
選
手
の
安
全
確
保
や
学
業
と
の

両
立
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
の
3
つ

を
軸
に
、
全
米
大
学
体
育
協
会
（N

C
A
A

）
を
モ

デ
ル
に
し
て
い
ま
す
。

　な
お
、
社
会
学
部
経
営
社
会
学
科
の
小
林
至
教
授

は
、U

N
IV
A
S 

創
設
メ
ン
バ
ー
の 

1 

人
と
し
て
個

別
検
討
グ
ル
ー
プ
の
座
長
も
務
め
、U

N
IV
A
S

の

理
事
に
就
任
し
て
い
ま
す
。

「わかりやすいマー
ケティング・コミュ
ニケーションと広告

（第 2 版）」
井上一郎 教授 共著
八千代出版

本書は、マスメディア、
デジタルメディアなどの
広告メディアやアド・テクノロジーについての基礎
知識からコミュニケーション・プランニングの実際
まで網羅しています。


